
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

　

備　考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

市道００－０３９号線　舗
装維持修繕工事

前橋市 5,261,000 5,261,000 14,399,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

180

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

120
達成度 % 100.0% 100.0% 100.0%

令和3年度

道路の修繕延長
活動実績 m 100 180 120
活動見込 m 100

事業期間の設定理由 ５年間の計画で５００ｍを修繕するため

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

５００ｍ
当該路線の修繕

延長の累計

成果実績 m 500
目標値 m 500
達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
平成３０年度から５年計画で修繕を行い、評価は毎年行うため

交付金事業の定性的な成果及び評価等
無

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

前橋市舗装長寿命化修繕計画に準じる路面状況点検による当該路線の損傷の程度
現状：「舗装点検必携」診断区分Ⅲ（ひび割れ率４０％程度）から
目標：令和４年度　修繕延長５００ｍが診断区分Ⅰ（ひび割れ率５％）になるように修繕します。

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 前橋市
交付金事業実施場所 前橋市端気町地内

交付金事業の概要
延長120.0ｍ　　幅員6.6～12.5ｍ　　不陸整正工（ｔ＝1）205.6㎡　　上層路盤工（ｔ＝25）　880.3㎡
基層工（ｔ＝5）896.8㎡　　表層工（ｔ＝5）1,085.9㎡

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 市道００－０３９号線　舗装維持修繕工事



交付金事業の担当課室 群馬県前橋市道路管理課

交付金事業の評価課室 群馬県前橋市道路管理課

　  

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
舗装工事 指名競争入札 木村工業（株） 14,399,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 5,800,000 5,800,000 5,261,000

うち文部科学省分 0 0 0

総事業費 10,736,000 23,881,000 14,399,000

うち経済産業省分 5,800,000 5,800,000 5,261,000

交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

　

備　考

1
地域活性
化措置

保育園運営事業 沼田市 23,968,000 23,968,000 32,286,800

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

保育児の入所率
100％

入所児童数÷入
所申込児童数

成果実績 % 100
目標値 % 100
達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、当該５保育園の正規職員人件費４か月分を確保することができ
た。その成果として、適正な職員数確保及び安定した保育園運営を実施し、成果目標に掲
げた「保育児の入所率100％」を達成することができた。今後も引き続き、市民が安心して
利用できる保育園としての役割を果たすべく、待機児童ゼロの維持に努めたい。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
沼田市第六次総合計画（平成２９年度～令和８年度）
　第１章　保健・医療・福祉（ふれ合いと支え合いの健やかなまちづくり）
　　第４節　未来を担う世代を育みます（次世代育成）
　　　（４）　保育サービスの充実
　　　　・　認定こども園、保育園、地域型保育事業など、多様な形態による保育を実施することにより、
　　　　　　子どもの年齢や保護者の就労形態に応じた保育の量の確保及び質の向上を図ります。
【目標】
待機児童数　０人

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 沼田市
交付金事業実施場所 沼田市東原新町地内　ほか４か所
交付金事業の概要 沼田市内５保育園の職員人件費（２５名）４か月分

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 保育園運営事業



交付金事業の担当課室 沼田市健康福祉部子ども課

交付金事業の評価課室 沼田市総務部企画政策課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
保育士・調理員人件費 雇用 - 32,286,800

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 23,968,000

うち文部科学省分 0

総事業費 32,286,800

うち経済産業省分 23,968,000

交付金事業の総事業費
等

令和３年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和3年度

達成度 % 100.0%

保育士・調理員の雇用量
（雇用人数（人）×雇用期間
（月））

活動実績 人月 100
活動見込 人月 100



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

市道味噌野相之沢橋線舗装
補修工事<1>

渋川市 5,513,000 5,513,000 9,493,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 市道味噌野相之沢橋線舗装補修工事<1>

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
（２）生活道路整備の推進
 日常生活や緊急時の円滑な移動を確保するため、災害時の避難路としての機能を備えた生活道路の整備を推進します。
【目標】
必要舗装補修延長２６１０．８ｍ　進捗率６１．０％
現状５６．８％（令和２年度）
最終目標１００％（令和８年度）

事業開始年度 平成25年度 事業終了（予定）年度 令和8年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市
交付金事業実施場所 渋川市北橘町真壁地内

交付金事業の概要

施工延長　L=110.0m
表層　再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)　t=5cm　A=697.9㎡
路上路盤再生工　t=18cm　A=697.9㎡
マンホール蓋調整　N=3箇所
区画線工　一式

事業期間の設定理由 １４年で工事を完了する計画
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

進捗率６１．
０％

実施舗装補修延
長÷必要舗装補

修延長

成果実績 % 61
目標値 % 61
達成度 % 100.0%



交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、施工延長110.0ｍ、面積679.9㎡の舗装補修を実施し、本年度整備し
た区間においては、ひび割れや轍掘れが解消され、騒音や振動が改善されました。
次年度に向けては、舗装の損傷が激しい路線となるため、地域の生活道路として利便性の
更なる向上と安全性の確保を行い、道路瑕疵の予防を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

110
達成度 % 100.0% 100.0% 100.0%

令和3年度

舗装補修工事
活動実績 m 131 155 110
活動見込 m 131

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

155



交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考

総事業費 9,625,000 13,299,000 9,493,000

うち経済産業省分 7,700,000 9,000,000 5,513,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 7,700,000 9,000,000 5,513,000

うち文部科学省分 0 0 0

交付金事業の担当課室 建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 建設交通部　土木維持課
　  

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路の舗装維持修繕 一般競争入札 株式会社　吉田組 9,493,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

市道4-1021号線舗装補修工
事<その他>

渋川市 2,140,000 2,140,000 3,586,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 市道4-1021号線舗装補修工事<その他>

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
（２）生活道路整備の推進
日常生活や緊急時の円滑な移動を確保するため、災害時の避難路としての機能を備えた生活道路の整備を推進します。

【目標】
必要舗装補修延長５００ｍ　進捗率４８．０％
現状 ２４％（令和２年度）
最終目標１００％（令和６年度）

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和6年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市
交付金事業実施場所 渋川市吹屋、白井地内

交付金事業の概要

施工延長　L=120.0m
表層　密粒度ｱｽｺﾝ(13)改質Ⅰ型　t=40mm　A=199.0㎡

再生密粒度ｱｽｺﾝ(13) 　 t=40mm　A=400.7㎡
不陸整正　粒度調整砕石M-30　t=10mm　A=599.7㎡
区画線工　一式

事業期間の設定理由 5年で工事を完了する計画
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

進捗率４８．
０％

実施舗装補修延
長÷必要舗装補

修延長

成果実績 % 48
目標値 % 48
達成度 % 100.0%



交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、施工延長120.0ｍ、面積599.7㎡の舗装補修を実施し、本年度整備し
た区間においては、ひび割れや轍掘れが解消され、騒音や振動が改善されました。
次年度に向けては、舗装の損傷が激しい路線となるため、地域の生活道路として利便性の
更なる向上と安全性の確保を行い、道路瑕疵の予防を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 % 100.0% 100.0% #DIV/0!

年度

舗装補修工事
活動実績 m 120 120
活動見込 m 120

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和2年度 令和3年度

120



交付金事業の総事業費
等

令和2年度 令和3年度 年度 備　考

総事業費 3,828,000 3,586,000

うち経済産業省分 3,000,000 2,140,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 3,000,000 2,140,000 0

うち文部科学省分 0 0

交付金事業の担当課室 建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 建設交通部　土木維持課

 

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路の舗装維持修繕 指名競争入札 株式会社石関工務店 3,586,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

市道北町竹ノ原線舗装補修
工事<2>

渋川市 2,880,000 2,880,000 5,753,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）

事業期間の設定理由 ６年で工事を完了させる計画
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

進捗率１００％
実施舗装補修延
長÷必要舗装補

修延長

成果実績 % 100
目標値 % 100
達成度 % 100.0%

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
（２）生活道路整備の推進
日常生活や緊急時の円滑な移動を確保するため、災害時の避難路としての機能を備えた生活道路の整備を推進します。

【目標】
必要舗装補修延長６２６ｍ　進捗率１００％
現状 ８６．４％（令和２年度）
最終目標１００％（令和３年度）

事業開始年度 平成28年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市
交付金事業実施場所 渋川市北橘町八崎地内

交付金事業の概要

施工延長　L=84.0m
表層　密粒度ｱｽｺﾝ(13)改質Ｉ型 t=4cm A=470.6㎡
上層路盤　粒度調整砕石M30-0 t=9cm A=448.3㎡
下層路盤　再生砕石RC-40 t=20cm A=448.3㎡
マンホール蓋調整　N=4箇所
区画線工　一式

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 市道北町竹ノ原線舗装補修工事<2>



交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

100

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

84
達成度 % 100.0% 100.0% 100.0%

令和3年度

舗装補修工事
活動実績 m 98 100 84
活動見込 m 98

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、施工延長84.0ｍ、面積470.6㎡の舗装補修を実施し、本年度整備した
区間においては、ひび割れや轍掘れが解消され、騒音や振動が改善されました。
本年度で必要舗装補修目標100％を達成することができ、地域の生活道路として利便性の更
なる向上と安全性の確保等が図られました。



交付金事業の担当課室 建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 建設交通部　土木維持課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路の舗装維持修繕 指名競争入札 角田建設株式会社 5,753,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,600,000 4,100,000 2,880,000

うち文部科学省分 0 0 0

総事業費 5,555,000 5,291,000 5,753,000

うち経済産業省分 4,600,000 4,100,000 2,880,000

交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

市道大規模線舗装補修工事
<1>

渋川市 3,580,000 3,580,000 6,622,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）

事業期間の設定理由 ５年で工事を完了させる計画

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
３）道路維持管理の充実
 道路の危険箇所を把握するため、道路パトロールを強化するとともに、フォトリポしぶかわによる市民からの情報提供など
様々な手段により、道路損傷を発見し、早期の対応を図ります。
【目標】
必要舗装補修延長６４０ｍ　進捗率８２．８％
現状５４．６％（令和２年度）
最終目標１００％（令和５年度）

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和5年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市
交付金事業実施場所 渋川市赤城町津久田地内

交付金事業の概要

施工延長　L=180.0m
路面切削工　t=4cm　A=1200.0㎡
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工　再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)　t=4cm　A=1200.0㎡
区画線工　一式

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 市道大規模線舗装補修工事<1>



交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

190

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

180
達成度 % 100.0% 100.0% 100.0%

令和3年度

舗装補修工事
活動実績 m 160 190 180
活動見込 m 160

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

進捗率８２．
８％

実施舗装補修延
長÷必要舗装補

修延長

成果実績 % 82.8
目標値 % 82.8
達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、本年度は延長180.0ｍ、面積1200.0㎡の舗装補修を実施し、本年度整
備した区間においては、ひび割れ及び轍掘れが解消され、騒音や振動が改善されました。
次年度に向けては、舗装の損傷が激しい路線となるため、交通量も多い生活道路としての
安全性の確保等を行い、道路瑕疵の予防を図っていきます。



交付金事業の担当課室 建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 建設交通部　土木維持課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路の舗装維持修繕 指名競争入札 敷島緑化有限会社 6,622,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 5,600,000 5,100,000 3,580,000

うち文部科学省分 0 0 0

総事業費 7,351,000 6,952,000 6,622,000

うち経済産業省分 5,600,000 5,100,000 3,580,000

交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

市道金井伊香保線舗装補修
工事〈１〉

渋川市 3,780,000 3,780,000 6,490,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 市道金井伊香保線舗装補修工事〈１〉

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
３）道路維持管理の充実
道路の危険箇所を把握するため、道路パトロールを強化するとともに、フォトリポしぶかわによる市民からの情報提供など

様々な手段により、道路損傷を発見し、早期の対応を図ります。
【目標】
必要舗装補修延長１０１５ｍ　進捗率７０．４％
現状 ６５．５％（令和２年度）
最終目標１００％（令和９年度）

事業開始年度 平成22年度 事業終了（予定）年度 令和9年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市
交付金事業実施場所 渋川市金井地内

交付金事業の概要

施工延長　L=50.0m
表層　密粒度ｱｽｺﾝ(13)改質Ｉ型 t=5cm A=362.3㎡
基層　再生粗粒度ｱｽｺﾝ(20) t=5cm A=362.3㎡
路上路盤再生工 t=25cm A=362.3㎡
区画線工　一式

事業期間の設定理由 第２次渋川市総合計画の終期まで



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

進捗率
７０．４％

実施舗装補修延
長÷必要舗装補

修延長

成果実績 % 70.4
目標値 % 70.4
達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、施工延長50ｍ、面積362.3㎡の舗装補修を実施し、本年度整備した区
間においては、ひび割れや轍掘れが解消され、騒音や振動が改善されました。
次年度に向けては、舗装の損傷が激しい路線となるため、地域の生活道路として利便性の
更なる向上と安全性の確保を行い、道路瑕疵の予防を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

50
達成度 % 100.0% 100.0% 100.0%

令和3年度

舗装補修工事
活動実績 m 50 50 50
活動見込 m 50

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

50



交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考

総事業費 5,973,000 6,963,000 6,490,000

うち経済産業省分 5,100,000 5,000,000 3,780,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 5,100,000 5,000,000 3,780,000

うち文部科学省分 0 0 0

交付金事業の担当課室 建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 建設交通部　土木維持課

 

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路の舗装維持修繕 指名競争入札 カーリット産業株式会社 6,490,000

 



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

市道小野子村上線道路測量
設計業務委託〈1〉

渋川市 2,640,000 2,640,000 4,620,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）

事業期間の設定理由 １年で測量設計業務を完了させる計画

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
（２）生活道路整備の推進
 日常生活や緊急時の円滑な移動を確保するため、災害時の避難路としての機能を備えた生活道路の整備を推進します。
【目標】
必要測量委託延長L=２００．０m　進捗率１００%
現状０％（令和２年度）
最終目標１００％（令和３年度）

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市
交付金事業実施場所 渋川市小野子・村上地内

交付金事業の概要
委託延長　L=200.0m
路線測量　L=200.0m
道路詳細設計　L=200.0m

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 市道小野子村上線道路測量設計業務委託〈1〉



交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和3年度 年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 % 100.0% #DIV/0! #DIV/0!

年度

測量設計業務委託
活動実績 m 200.0
活動見込 m 200.0

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

進捗率１００％
実施測量委託延
長÷必要測量委

託延長

成果実績 % 100
目標値 % 100
達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、本年度は法面の崩れ等により、修正設計が必要な路線である市道小
野子村上線の道路測量設計を委託料200.0ｍ、路線測量200.0ｍ実施しました。
次年度に向けては、本年度行った修正設計を基に、同路線の改良工事を行う予定である。
舗装の損傷が激しい路線となるため、交通量も多い生活道路としての安全性の確保等を行
い、道路瑕疵の予防を図っていきます。



交付金事業の担当課室 建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 建設交通部　土木維持課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路の測量設計業務 指名競争入札 株式会社コイデ渋川営業所 4,620,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,640,000 0 0

うち文部科学省分 0

総事業費 4,620,000

うち経済産業省分 2,640,000

交付金事業の総事業費
等

令和3年度 年度 年度 備　考



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

市道２０２号線　舗装道補
修工事　<２>

桐生市 3,750,000 3,750,000 3,960,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和2年度 令和3年度

220

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

90
達成度 % 100.0% 95.0% 0.0%

令和4年度

舗装補修
活動実績 m 120 209
活動見込 m 120

事業期間の設定理由 他の事業と並行し継続工事で施工するため。

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和5年度

0件

市道202号線<2>
本事業区間での
事故及び苦情件

数

成果実績 件
目標値 件 0
達成度 % #DIV/0!

評価年度の設定理由
施工後の転倒事故及び苦情の効果を把握するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

舗装整備により施工区間の安全性は確保できたが、範囲の延長を望む要望が増えたことから
令和４年度も継続し実施いたしたい。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関する主要政策：桐生市新生総合計画
5章都市基盤の整備　１節道路交通網の整備　3項生活道路の整備
（2）人と環境にやさしい道づくり
・既設舗装道が経年劣化により、ひび割れ及び剥離が生じ、周辺住民の通行に支障をきたすことから、舗装補修を行う。
目標：歩行者の転倒事故及び苦情件数を０件にする。現状（令和元年　2件　令和2年　1件　令和3年　3件）

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 桐生市
交付金事業実施場所 桐生市黒保根町下田沢地内
交付金事業の概要 施工延長　L=209.0m　　舗装工　A=1152.2㎡ 

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 市道２０２号線　舗装道補修工事　<２>



交付金事業の担当課室 地域振興整備局黒保根支所地域振興整備課

交付金事業の評価課室 地域振興整備局黒保根支所地域振興整備課

 

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
舗装道補修工事 指名競争入札 （有）角田組 3,960,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 1,900,000 3,750,000 0

うち文部科学省分 0 0

総事業費 2,035,000 3,960,000

うち経済産業省分 1,900,000 3,750,000

交付金事業の総事業費
等

令和2年度 令和3年度 年度 備　考



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

融雪剤散布機整備事業 桐生市 650,000 650,000 785,400

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 融雪剤散布機整備事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関する主要政策：桐生市新生総合計画
5章都市基盤の整備　１節道路交通網の整備　3項生活道路の整備
（2）人と環境にやさしい道づくり
・積雪及び路面の凍結により、周辺住民の通行に支障をきたすことから、融雪剤散布機の購入を行う。
目標：交通事故及び転倒事故等の苦情件数を減少する。現状（令和２年度　１０件）

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 桐生市
交付金事業実施場所 桐生市黒保根町水沼
交付金事業の概要 融雪剤散布機購入　Ｎ＝2基

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

５件

黒保根町内の市
道道路での事故
及び苦情の減少

数

成果実績 件 5
目標値 件 5
達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
購入し散布作業後の事故及び苦情の効果を把握するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
融雪剤散布機を整備したことにより、効率の良い除雪作業を実施でき目標を達成できた。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 % 300.0% #DIV/0! #DIV/0!

年度

直営作業での融雪作業延
長

活動実績 m 6000
活動見込 m 2,000

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和3年度 年度



交付金事業の総事業費
等

令和3年度 年度 年度 備　考

総事業費 785,400

うち経済産業省分 650,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 650,000 0 0

うち文部科学省分 0

交付金事業の担当課室 地域振興整備局黒保根支所地域振興整備課

交付金事業の評価課室 地域振興整備局黒保根支所地域振興整備課
 

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
融雪剤散布機購入 入札 （資）奈良屋銅鉄本店 785,400



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1
地域活性
化措置

保育園運営事業 みどり市 11,378,000 11,378,000 17,751,700

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）

事業期間の設定理由 第2次みどり市総合計画の前期基本計画の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

要保育児の入所
率　100％

要保育児の入所
率（入所児童数
／入所申込児童

数）

成果実績 % 100
目標値 % 100
達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後、早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第2次みどり市総合計画（基本構想：平成30年度～令和9年度）
　前期基本計画：平成30年度～令和4年度
　　基本政策：1　健やかに生きる安心のまちづくり
　　　施策：5　子育て支援の充実
　　　　施策方針：核家族や共働き家族の増加による様々な保育ニーズに対応するため、認定こども園
　　　　　　　　　　など保護者の希望に合った多様な保育サービスの充実に努めます。
目標
　基本事業：1　保育サービスと施設の充実
　　めざす姿：希望にあった適切な保育サービスが受けられます
　　　基本事業の達成度を測る指標：保育施設の待機児童数（めざそう値：0人）

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 みどり市
交付金事業実施場所 みどり市笠懸町阿左美地内

交付金事業の概要

　事業の対象は、みどり市笠懸第1保育園の職員（園長、保育士、事務員、調理員）の人件費、11人×6カ月分（令和3年8月～令
和4年1月分）です。
　みどり市では、第2次みどり市総合計画に基づき、核家族や共働き家族の増加による様々な保育ニーズに対応するため、認定
こども園など保護者の希望に合った多様な保育サービスの充実に努め、保育を希望する者が全員入所し、待機児童が発生しない
よう努めています。特に、市内唯一の公立保育園である笠懸第1保育園は、市内保育園の中核的存在として必要不可欠な園であ
り、その運営に電源立地地域対策交付金を活用し、保育等サービスの充実を推進するものです。

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 保育園運営事業



交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

72

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無し

66
達成度 人月 90.7% 81.9% 100.0%

令和3年度

職員（園長､保育士､調理員）の雇用
量
（雇用人数(人)×雇用期間(月)）

活動実績 人月 49 59 66
活動見込 人月 54



交付金事業の担当課室 保健福祉部こども課

交付金事業の評価課室 保健福祉部こども課

 

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
園長､保育士､調理員の人件費 雇用 園長1名､保育士8名、事務員1名､調理員1名 17,751,700

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 11,467,000 11,467,000 11,378,000 34,312,000

うち文部科学省分 0 0 0

総事業費 13,789,100 15,697,700 17,751,700 47,238,500

うち経済産業省分 11,467,000 11,467,000 11,378,000 34,312,000

交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

配水管布設替工事 高崎市 4,400,000 4,400,000 10,131,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 配水管布設替工事

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

高崎市水道局では、平成22年度策定の「高崎市水道ビジョン」に沿って良質な水道水の安定供給に努めて
おり、このうち、第4章第2節及び第3節の理念に基づき「高崎市水道管路耐震化指針」を定め、これに従い
水道管の耐震化率100％を目標に進めています。

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 高崎市
交付金事業実施場所 高崎市中里見町地内

交付金事業の概要

配水管の更新　　　市道211号線のうち、中里見町1201-2番地先から中里見町1222-2番地先まで
　　　　　　　　　　　 配水管布設工　HPPEφ75mm　延長162.2m
　　　　　　　　　　　 給水管切替工　　7箇所7戸
　　　　　　　　　　　 付帯工　　一式

事業期間の設定理由 高崎市水道局で予定の布設替工事について、発注計画全体を考慮し、当該路線は4ヵ年での完了を見込んだため。

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

配水管増径と耐
震化率100％

耐震化率
（実績値/目標

値）

成果実績 % 100
目標値 % 100
達成度 % 100

評価年度の設定理由
4ヵ年で当該路線の耐震化率100%を目指しているため、路線全体が完了する年度を設定している。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
-

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

162.3
達成度 % 99.5% 99.8% 99.9%

令和3年度

施工延長
活動実績 m 160.7 162.9 162.2
活動見込 m 161.5

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

163.2



交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考

総事業費 8,602,000 8,041,000 10,131,000

うち経済産業省分 4,400,000 4,400,000 4,400,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000 4,400,000 4,400,000

うち文部科学省分 0 0 0

交付金事業の担当課室 高崎市水道局工務課

交付金事業の評価課室 高崎市水道局工務課

 

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
配水管工事 指名競争入札 (株)神保水道設備 10,131,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

町道北下・長岡線舗装補修
工事〈１〉

吉岡町 4,498,000 4,498,000 6,677,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 町道北下・長岡線舗装補修工事〈１〉

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：第5次吉岡町総合計画（後期基本計画）（令和2年度～令和3年度）
５安全・便利　住みよい安全で便利なまち　５－９　道路・交通　（１）道路交通　②生活道路の整備・維持管理・
都市計画道路の整備を促進し、道路交通のネットワーク化を図るとともに、町道については、交通事故防止など緊急
度を総合的に勘案し、計画的な整備と維持管理に努めます。
目標：生活環境改善実施率　現況値　　100％（令和３年度）

事業開始年度 平成29年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 吉岡町
交付金事業実施場所 北群馬郡吉岡町大字北下地内
交付金事業の概要 舗装補修工事L=180.0m　表層工A=1177.17㎡　区画線工一式

事業期間の設定理由 当該路線の整備に5年を要するため
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

生活環境改善実施
率１００％

生活環境が改善さ
れた累計施工面積
÷全体計画面積（8
０70㎡）×１００

成果実績 % 100
目標値 % 100

達成度 % 100



交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、今年度分の施工で19.1％の補修を終え、累計で100％の補修実績
となり、地域住民の生活環境の改善を図ることができました。工事現場付近には、小学校
や保育園等の施設があることや抜け道として利用する車両が多いことから、車両の迂回先
や施工時期、施工の時間帯等を工夫し、来年度への改善点、反省点として成果及び効果の
向上を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

1168
達成度 % 110.2% 98.5% 100.8%

令和3年度

道路事業の進捗量
当該設計に対する実績

活動実績 m2 1250 1109 1177
活動見込 m2 1134

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

1126



交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　考

総事業費 6,622,000 6,853,000 6,677,000

うち経済産業省分 4,400,000 4,400,000 4,498,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000 4,400,000 4,498,000

うち文部科学省分 0 0 0

交付金事業の担当課室 建設課　都市建設室

交付金事業の評価課室 建設課　都市建設室

 

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路工事 指名競争入札 勝野建設株式会社 6,677,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1
地域活性
化措置

伊勢町保育所運営事業 中之条町 14,031,000 14,031,000 17,539,500

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
中之条町総合計画 第６次構想（平成２８年度～令和７年度）
　５ 誰にでもやさしく、安心して暮らせる故郷づくり
　　重点目標５ 「福祉の充実」
　　　５－⑤ 出産の促進と子育てしやすい環境の整備
　　　　・保育環境の整備・・・保育を必要とする幼児に保育を行うための環境を整備するとともに、
　　　　 多子世帯の経済的負担を軽減する。
目標：
　要保育児の入所率 100%（令和３年度）
　※要保育児の入所率：入所者数÷入所対象人口×100

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 中之条町
交付金事業実施場所 中之条町大字伊勢町地内

交付金事業の概要

中之条町立伊勢町保育所の職員人件費(保育士11人分)5ヶ月分。
中之条町は公立保育所が３園のみであり、女性の社会進出と少子化対策の側面から極めて必要性の高い施
設となっており、安定した保育所の運営と良質な幼児教育・子育て環境が確保できるよう交付金を活用し
ている。

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 伊勢町保育所運営事業



交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和２年度

62

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

55
達成度 % 100.0% 100.0% 100.0%

令和３年度

保育士の雇用量
(雇用人数(人)×雇用期間
(月))

活動実績 人月 65 62 55
活動見込 人月 65

事業期間の設定理由 中之条町総合計画 第６次構想の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和３年度

要保育児の
入所率
100%

要保育児の入所
率：入所者数÷
入所対象人口×

100

成果実績 % 100
目標値 % 100
達成度 % 100

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　交付金の活用により、適正な職員数を確保することができました。引き続き、より良質
な幼児教育・子育て環境を提供し、住民が安心して保育を委託でき、女性の社会進出の一
助と少子化対策の役割を果たしていきます。
　今年度は「要保育児の入所率100％」を成果目標とし、本交付金の活用により適正な職員
数を確保できた結果、入所希望者に対し全ての児童を受け入れられ、目標を達成すること
ができました。また、保護者から寄せられる様々な意見にも相応の対応をすることができ
ました。今後は保育所への入所希望者の増加が予想されますが、引き続き待機児童を出さ
ないよう運営を行っていきます。

事業開始年度 平成２８年度 事業終了（予定）年度 令和７年度



交付金事業の担当課室  中之条町総務課

交付金事業の評価課室  中之条町総務課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
保育士人件費 雇用 保育士11名 17,539,500

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 13,554,000 13,634,000 14,031,000

うち文部科学省分 0 0 0

総事業費 18,505,500 19,102,900 17,539,500

うち経済産業省分 13,554,000 13,634,000 14,031,000

交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　考



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1
地域活性
化措置

東吾妻町立保育所運営事業 東吾妻町 22,797,000 22,797,000 24,538,182

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 東吾妻町立保育所運営事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
　第２次総合計画（２０１８年度～２０２７年度）
　　基本目標５　元気な声と笑顔があふれるまち【保健・医療・福祉の充実】
　　　５－６　子育て支援の充実
　　　　３　子育て支援拠点の整備と充実を図ります
　　　　　　原町保育所、東保育所の機能充実を図るとともに、子育て中の親子が集える子育て支援拠点として、
　　　　　　原町保育所併設の子育て支援センター・子育て広場の整備を進めます。
【目標】
　要保育児の入所率１００％（令和３年度）
　※要保育児の入所率：入所者数÷入所対象人口×１００

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 東吾妻町
交付金事業実施場所 東吾妻町箱島地内、原町地内
交付金事業の概要 入所児童（0～2歳）77人の保育所運営事業。職員7人の令和3年6月～令和4年1月分の給料及び賞与の支払い

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

要保育児の入所
率１００％

入所者数÷入所
対象人口×１０

０

成果実績 % 100
目標値 % 100
達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度継続実施している事業のため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

56
達成度 % 100.0% 100.0% 100.0%

令和3年度

保育所職員の雇用人数
活動実績 人月 72 64 56
活動見込 人月 72

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

64



交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考

総事業費 24,390,600 27,027,580 24,538,182

うち経済産業省分 22,400,000 22,400,000 22,797,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 22,400,000 22,400,000 22,797,000

うち文部科学省分 0 0 0

交付金事業の担当課室 学校教育課

交付金事業の評価課室 企画課
 

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
保育所職員給料 雇用 24,538,182



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1
地域活性
化措置

こども園運営事業 長野原町 9,854,000 9,854,000 14,130,800

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 こども園運営事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第五次長野原町総合計画（平成28年度～令和７年度）
基本目標3　健やかなくらしづくり
施策3-1　子育てにおける施策
基本方向1　育児体制の整備
目標：　待機児童数　0

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 長野原町
交付金事業実施場所 長野原町大字大津地内及び応桑地内

交付金事業の概要
長野原町内こども園職員14名の人件費4か月分。長野原町は、第五次長野原町総合計画に基づき、子育てにおける施
策、育児体制の整備として電源立地地域対策交付金を活用し、こども園サービスの充実に努めます。



事業開始年度 平成28年度 事業終了（予定）年度 令和7年度

事業期間の設定理由 第五次長野原町総合計画の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

待機児童数
の0

待機児童数
成果実績 人 0
目標値 人 0
達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、こども園を運営することができ、公的保育を保障し待機児童数0を
継続することができました。次年度においては、公的保育の保障の実施はもとより、良質
なこども園サービスの充実を図るために、職員の適性配置を行い、十分な職員数を確保い
たします。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



56
達成度 % 100.0% 100.0% 100.0%

令和3年度

こども園職員の雇用量
（雇用人数（人）×雇用期間
（月））

活動実績 人月 56 48 56
活動見込 人月 56

交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

48

総事業費 14,262,766 12,030,000 14,130,800

うち経済産業省分 9,458,000 9,460,000 9,854,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 9,458,000 9,460,000 9,854,000

うち文部科学省分 0 0 0

交付金事業の担当課室 総務課　人事財政係

交付金事業の評価課室 総務課　人事財政係

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
こども園職員人件費 雇用 職員 14,130,800



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1
地域活性
化措置

保育所運営事業 嬬恋村 8,305,000 8,305,000 9,438,300

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

24

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

40
達成度 % 100.0% 100.0% 100.0%

令和3年度

保育士の雇用量
（雇用人数（人）×雇用期間
（月））

活動実績 人月 32 24 40
活動見込 人月 32

事業期間の設定理由 第６次嬬恋村総合計画の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

要保育児の
入所率

１００％

要保育児の入所
率＝入所者数÷
申込児童数×１

００

成果実績 % 100
目標値 % 100
達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度継続実施する事業であるため、次年度に向けて毎年度評価を行う。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
成果目標を達成することができた。次年度も待機児童を出さないよう事業を実施していく。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第６次嬬恋村総合計画（令和２年度～令和１１年度）
基本計画　（２）子育て支援の充実
施策展開　①保育サービスの充実
　・子育て家庭への保育サービスの充実を図り、安心して子どもを生み育てることのできる環境づくりを推進する。

目標：要保育児の入所率　１００％
※要保育児の入所率＝入所者数÷申込児童数×１００

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和11年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 嬬恋村
交付金事業実施場所 嬬恋村大字鎌原地内
交付金事業の概要 嬬恋村立東部保育所における保育士５人の８ヶ月（令和３年６月～令和４年１月）分の職員給料

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 保育所運営事業



交付金事業の担当課室 教育委員会

交付金事業の評価課室 教育委員会

 

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
職員給与 雇用 9,438,300

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 8,138,000 8,139,000 8,305,000

うち文部科学省分 0 0 0

総事業費 9,451,200 8,926,568 9,438,300

うち経済産業省分 8,138,000 8,139,000 8,305,000

交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1
地域活性
化措置

保育所運営事業 片品村 14,054,000 14,054,000 15,429,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 保育所運営事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第４次総合計画　後期基本計画（平成２８年度～令和７年度）
第２節　保健・福祉：誰もが安心して暮らせるために
　子どもから高齢者まで、誰もが健康に、共に支え合って安心して暮らせるむらづくりを進めます。
２－２－２　次世代育成
（２）保育の充実
①延長保育、休日保育、障害児保育、アレルギー児への対応等、保育の充実。
②保育職員の資質の向上と乳児期から学童期までの連携による保育内容の充実。

目標：保育児の入所率１００％

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 片品村
交付金事業実施場所 片品村大字鎌田地内他2箇所
交付金事業の概要 村営３保育所運営に係わる職員人件費（保育士９人、６ヶ月（８,９,１０,１１,１２，１月）分の給与）

事業期間の設定理由
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

保育児の
入所率１００％

保育児の入所者
数
÷

申込数

成果実績 % 100
目標値 % 100
達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等



交付金事業の成果目標
及び成果実績 　本交付金の活用により当該３保育所の職員９人・６ヶ月分の人件費が確保され、安定し

た運営が可能となった。
　本年度は村内の保育所への申し込み数７９人に対して、必要な保育士数が確保され全員
を受け入れることができ、待機児童数を０人とすることができた。併せて、２歳未満保育
（１３人）の実施、２歳児以上（６６人）の保育料無料化を実施することが可能となり、
少子化対策及び子育て支援の充実を図ることができた。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

54
達成度 % 100.0% 100.0% 100.0%

令和3年度

保育士の雇用量
（雇用人数（人）×雇用期間
（月））

活動実績 人月 48 50 54
活動見込 人月 48

交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

50

総事業費 15,149,600 16,160,000 15,429,000

うち経済産業省分 13,590,000 13,670,000 14,054,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 13,590,000 13,670,000 14,054,000

うち文部科学省分 0 0 0

交付金事業の担当課室 むらづくり観光課

交付金事業の評価課室 むらづくり観光課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
保育士人件費 雇用 保育士９名 15,429,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

村道富士山線舗装補修工事
〈１〉

川場村 4,400,000 4,400,000 5,346,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 村道富士山線舗装補修工事〈１〉

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【交付金事業に関係する主要政策・施策】
川場村公共施設等総合管理計画（2018年度～2047年度）
第７章　施設類型ごとの管理に関する基本的な方針
１３インフラ施設　（１）道路・橋梁・林道　③管理の基本方針
・維持管理に要する費用について削減を図るために、道路パトロールを強化し、修繕箇所の早期発見、補修に努め、
長寿命化を図ることで今後必要となる更新費用の削減を進めていきます。

【目標】
全体計画延長９００．０ｍ

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和7年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 川場村
交付金事業実施場所 川場村大字谷地地内
交付金事業の概要 道路舗装補修工事　工事延長＝１５０．０ｍ

事業期間の設定理由 令和２年度の事業開始から完成までに６年間を要するため
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

道路補修率
100％

実施補修延長
÷全体計画延

長×100

成果実績 m 290
目標値 m 900
達成度 % 32.2%

評価年度の設定理由
毎年度のＰＤＣＡサイクルにより事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施。



交付金事業の成果目標
及び成果実績

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、施工延長150.0ｍの舗装補修を実施することができた。事業実施箇
所である村道冨士山線は川場スキー場へ続く唯一の路線であるため、本事業の実施により
通行の安全性が向上したと、多くの来場者及びスキー場関係者から良い評価を受けた。し
かしながら、実施補修延長は全体計画延長からみればまだわずかであるため、次年度以降
も本事業を計画的に実施し、道路等公共施設の適正な維持管理に努めたい。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



達成度 % 100.0% 100.0%

年度

舗装補修　工事延長
活動実績 m 140 150
活動見込 m 140

交付金事業の総事業費
等

令和2年度 令和3年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和2年度 令和3年度

150

総事業費 4,631,000 5,346,000

うち経済産業省分 4,400,000 4,400,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000 4,400,000 0

うち文部科学省分 0 0

交付金事業の担当課室 川場村田園整備課

交付金事業の評価課室 川場村田園整備課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路工事 指名競争入札 星野土建株式会社 5,346,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1
地域活性
化措置

こども園運営事業 みなかみ町 50,710,000 50,710,000 63,068,815

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

要保育児の
入所率100％

要保育児の入所
率：入所者数÷
入所対象人口×

100

成果実績 % 100
目標値 % 100
達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度のPCDAサイクルによる事業改善を図るため、事業完了後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、みなかみ町立こども園の人件費（15名）×9か月分を確保する事が
出来ました。次年度においては、引き続き相談・支援体制の充実などに取り組み、園児が
楽しく過ごせる体制を維持します。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第2次みなかみ町総合計画（平成30年度～令和9年度）
　基本目標Ⅰ　誰もが安心でき安全でゆとりを感じるまち
　　施策３　子育て支援の充実
　　　基本事業２　子育てするための環境の充実
　　　　・子育て世代包括支援センターの充実を図るなど、結婚・妊娠期から子育て期までの総合的な相
　　　　　談・支援を行います。また、仕事と家庭の両立を支援するため、子どもを安心して預けることので
　　　　　きる環境を整備します。
目標：要保育児の入所率100％　※要保育児の入所率：入所者数÷入所対象人口×100

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 みなかみ町
交付金事業実施場所 みなかみ町須川地内

交付金事業の概要

みなかみ町立こども園の人件費（15名）9か月分。
みなかみ町は、第2次みなかみ町総合計画に基づき、仕事と子育ての両立を支援するため、子どもを預ける環境の充実や整備に努
める事を方針としています。さらなる保育サービスの向上に努めるため、電源立地地域対策交付金をこども園運営事業として活
用します。

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 こども園運営事業



交付金事業の担当課室 子育て健康課　子育て支援係

交付金事業の評価課室 総合戦略課　財政・契約係

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
保育士人件費 雇用 ｰ 63,068,815

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 48,328,000 49,265,000 50,710,000

うち文部科学省分 0 0 0

総事業費 59,404,639 56,969,053 63,068,815

うち経済産業省分 48,328,000 49,265,000 50,710,000

交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

120 135
達成度 % 93.8% 93.3% 100.0%

令和3年度

保育士の雇用量
(雇用人数(人)×雇用期
間(月))

活動実績 人月 120 112 135
活動見込 人月 128



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

村道下り根岸線外２路線
道路舗装工事＜その他＞

昭和村 9,684,000 9,684,000 13,079,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和6年度

「道路の整備状
況」住民満足度

「道路の整備状況」住民満足
度２６．８％→３７．０％
（住民1,000人に対してアン

ケートを実施）

成果実績 % 0.0
目標値 % 37.0
達成度 % 0.0%

評価年度の設定理由
昭和村第５次総合計画の後期振り返りを令和６年度に実施するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、施工延長348.0ｍ、面積1,434.6㎡の舗装補修を実施した。本年
度整備した区間においては、ひび割れ・わだち掘れが解消され、地元区長をはじめ関係者
から「要望箇所の舗装補修が完了し感謝している」と良い評価を受けた。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
昭和村第５次総合計画（平成２７年度～令和６年度）
基本目標６　安全で生活便利なむらづくり　４　道路・公共交通の整備充実　（１）村道の整備・生活道路となる村
道については、路面状況や交通状況等を勘案し状態の悪い道路から順次補修工事を進め、緊急車両の速やかな通行や
災害時の安全な避難経路の確保などを目的に道路改良を進めます。
【目標】
「道路の整備状況」住民満足度　２６．８％　→　３７．０％（令和６年度）

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 昭和村
交付金事業実施場所 昭和村大字川額地内
交付金事業の概要 アスファルト舗装工　Ｌ＝３４８．０ｍ　Ｗ＝１．８～６．４ｍ　Ａ＝１，４３４．６㎡

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 村道下り根岸線外２路線　道路舗装工事＜その他＞



交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

1366 1501
達成度 % 96.2% 103.5% 95.6%

令和3年度

生活改善のための舗装補
修実施面積

活動実績 m2 1654 1414 1435
活動見込 m2 1719



交付金事業の担当課室 建設課

交付金事業の評価課室 建設課

 

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路工事 指名入札 （株）高橋舗道 13,079,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 8,632,000 8,661,000 9,684,000

うち文部科学省分 0 0 0

総事業費 15,312,000 12,144,000 13,079,000

うち経済産業省分 8,632,000 8,661,000 9,684,000

交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1
地域活性
化措置

樹木伐採業務委託 藤岡市 935,000 935,000 935,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 樹木伐採業務委託

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

　交付事業に関係する主要政策・施策：
　　第５次藤岡市総合計画（2018～2027）
　　　郷土を愛し　未来を創生する藤岡
　　　　基本施策６　行財政
　　　　　６－２　行政運営
　　　　　　・最小の経費で最大限の効果を挙げる行政運営を進めるとともに、市民ニーズや制度改正に柔軟に対応する行政運
営を目指します。

　目標：市民ニーズ（市民の代表である区長からの依頼）に対応するため、区長より依頼された市道鬼石4144号沿道延長210m樹
木伐採等の割合
　令和３年度　210ｍ/210ｍ＝100％

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 藤岡市
交付金事業実施場所 藤岡市保美濃山市道鬼石4144号
交付金事業の概要 樹木伐採業務委託（L=210ｍ)

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和３年度

樹木伐採割合
210ｍ/210ｍ＝

100％

区長より依頼の
樹木処理全て

成果実績 % 100
目標値 % 100
達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
PDCAサイクルによる事業改善を図るため、実施年度を評価年度に設定しました。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
観光資源である下久保ダムの眺望が良くなり大変喜ばれている。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



達成度 % 100.0% #DIV/0! #DIV/0!

年度

樹木伐採等
活動実績 m 210
活動見込 m 210

交付金事業の総事業費
等

令和3年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和3年度 年度

総事業費 935,000

うち経済産業省分 935,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 935,000 0 0

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 鬼石総合支所　鬼石振興課

交付金事業の評価課室 鬼石総合支所　鬼石振興課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
樹木伐採業務委託 指名競争入札 株式会社　築 935,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1
地域活性
化措置

鬼石地区移住・定住対策 藤岡市 2,788,740 2,788,740 2,788,740

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 鬼石地区移住・定住対策

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

　交付事業に関係する主要政策・施策：
　　第５次藤岡市総合計画（2018～2027）
　　　郷土を愛し　未来を創生する藤岡
　　　　基本施策６　行財政
　　　　　６－２　行政運営
　　　　　　・最小の経費で最大限の効果を挙げる行政運営を進めるとともに、市民ニーズや制度改正に柔軟に対応する行政運
営を目指します。

　目標：市民ニーズ（市民の代表である区長からの依頼）に対応するため、藤岡市鬼石地域移住定住対策として、ＰＲ用品を活
用し興味を持たせ交流人口や移住定住者の増加を見込むため、ホームページ等の制作やＰＲ用品を作成する。
　令和３年度　4,850個

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 藤岡市
交付金事業実施場所 藤岡市鬼石地内
交付金事業の概要 移住定住対策のためのホームページ、動画、ＰＲ用品等の作成

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

PR用品の作成
4,850個

第2期藤岡市ま
ち・ひと・しご
と創生総合戦略

による

成果実績 個 4,850
目標値 個 4,850
達成度 人 100.0%

評価年度の設定理由
PDCAサイクルによる事業改善を図るため、実施年度を評価年度に設定しました。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
市民の代表である区長より興味がわくホームページやＰＲ用品が出来たと好評を得ている。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



達成度 % 100.0% #DIV/0! #DIV/0!

年度

PR用品の配布
活動実績 個 4,850
活動見込 個 4,850

交付金事業の総事業費
等

令和3年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和3年度 年度

総事業費 2,788,740

うち経済産業省分 2,788,740

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,788,740 0 0

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 鬼石振興課

交付金事業の評価課室 鬼石振興課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
ホームページ制作　他 藤岡市契約規則による （株）サイネックス　他 330,000円　他



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1
地域活性
化措置

乗合バス車輌購入事業 上野村 4,950,000 4,950,000 4,950,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 乗合バス車輌購入事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　上野村第６次総合計画（令和３年度～令和１２年度）
　分野別施策基本方針
　　快適な暮らしの環境整備

・交通利便性の向上とネットワークの拡充
より一層の交流促進、暮らしの利便性を高める交通環境の整備に努めます。

目標：
　車両修繕費の削減　400千円/年　→　150千円/年（令和３年度）

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 上野村
交付金事業実施場所 上野村大字川和地内

交付金事業の概要
上野村と南牧村をつなぐ「湯ノ沢トンネル」の開通とともに平成１６年度から開始した乗合バス事業は、医療機関への通院や
高校通学、買い物等が困難であったところを解消した事業であり、現在も続いています。適正な車両整備を行いながら、運行
を続けている車両について、近年修繕が多くなってきており、その負担も大きいことから更新が必要となっている。

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

修繕費削減　400
千円/年→150千

円/年
修繕費削減

成果実績 千円 -250
目標値 千円 -250
達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度PDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

今回の事業で新しい乗合バスを整備したことにより、修繕がなく修繕費がかからないで済
んだ。今後も、新しい乗合バスを大切に使用し、定期点検等も確実に実施しながら、少し
でも長い間修繕費がかからないで済むように努めていきたい。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



達成度 % 100.0% #DIV/0! #DIV/0!

年度

乗合バス車輌整備
活動実績 台 1
活動見込 台 1

交付金事業の総事業費
等

令和3年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和3年度 年度

総事業費 4,950,000

うち経済産業省分 4,950,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,950,000 0 0

うち文部科学省分 0

交付金事業の担当課室 振興課

交付金事業の評価課室 総務課

 

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
備品購入 指名競争入札 群馬トヨペット（株） 4,950,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和3年度）
（単位：円）

備　考

1
地域活性
化措置

上野村図書館運営事業 上野村 2,160,000 2,160,000 2,539,802

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和3年度）

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

図書館利用者延べ
人員　前年比

5％増

利用者延べ増加人
数÷前年度利用者
延べ人数×100

成果実績 % 16
目標値 % 5
達成度 % 320.0%

評価年度の設定理由
毎年度PDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　新型コロナウイルス感染症感染拡大の中、感染防止を徹底して行いながら開館している
が、今年は事業完了時点で昨年より１９９人貸出人数が増加した。今後も蔵書の増加等の増
冊を図り、短時間で図書が借りられるような体制の整備も行いながら、利用者数の増加を
図っていきたい。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　上野村第６次総合計画（令和３年度～令和１２年度）
　分野別施策基本方針
　　 生涯学習環境の整備
　　　・生涯学習は、一人ひとりが生きがいをもって豊かな人生を過ごすうえで重要
　　　　な活動です。そこで、活動拠点の充実を図り、住民の主体的な参画を促すと
　　　　ともに、住民活動を手助けする人材の育成に努めます。
目標：
　図書館利用者延べ人員　前年比　5％増（令和３年度）

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 上野村
交付金事業実施場所 上野村大字新羽地内

交付金事業の概要

　上野村は「栄光ある上野村の建設」を村営運営の最大の目標とし、その目標を達成するために①健康水準の高い村②道徳水準の
高い村③知的水準の高い村④経済的に豊かな村の4つの柱を掲げており、②・③の柱を達成するため、図書館を運営している。
　村では図書館を中核として、生涯学習の機会の更なる拡充のため、電源立地地域対策交付金を活用し、蔵書の増加整備を通じて
図書館の利用を促し、道徳水準の高い村及び知的水準の高い村づくりを推進する体制づくりに努める。

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 上野村図書館運営事業



交付金事業の担当課室 教育委員会

交付金事業の評価課室 総務課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
備品購入 随意契約 まるいち 201,430
備品購入 随意契約 図書流通センター 1,813,122
備品購入 随意契約 本の家 525,250

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,160,000 0 0

うち文部科学省分 0

総事業費 2,539,802

うち経済産業省分 2,160,000

交付金事業の総事業費
等

令和3年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和3年度 年度

達成度 % 120.7% #DIV/0! #DIV/0!

年度

図書購入冊数
活動実績 冊 1328
活動見込 冊 1100
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